
 

（様式１－３） 

福島県（双葉町）再生加速化事業計画 再生加速化事業等個票 

平成２６年６月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. １ 事業名 個人線量計校正事業 事業番号 （3）-11 

交付団体 双葉町 事業実施主体（直接/間接） 双葉町（直接） 

総交付対象事業費 ７，９１７（千円） 全体事業費 ７，９１７（千円） 

再生加速化に関する目標 

双葉町の帰還の見通しがたたない現状では、町民の方は大変厳しい避難生活を強いられており、今後も

長期化による健康への不安や維持、特に若年層の放射線に関する不安、さらには双葉町の除染計画が策定

されてない状況から一時立ち入りによる放射線の影響が何よりも懸念されるところである。このため、町

民の内部被ばく検査を継続的に実施し、放射線の健康影響に対する不安を払しょくし、避難生活を安全・

安心して送れるとともに、やがて帰還促進の意向を加速化するものである。 

事業概要 

個人線量計は、福島県内及び福島県隣県に避難されている町民に貸与しているので、線量計の精度の維

持を保つため点検、校正業務を行なう。 

 

当面の事業概要 

＜平成２６年度＞ 

健康福祉課対象者世帯 １，０６０台 

個人線量計の貸与（記録用紙同封） → （報告用紙送付）６カ月毎に積算線量報告 → 健康管理シス

テム入力 → 線量計の校正回収 → 校正済線量計発送（記録用紙同封・報告用紙送付） → 健康管

理システム入力 

住民生活課対象者世帯用 ３００台 

町民自らが放射線量を確認するため、遠方の町民等に貸与するための個人線量計の校正を行なう。 

＜平成２７年度＞ 

平成２６年度同様実施予定 

 

地域の再生加速化との関係 

日常、生活する上で被ばくのリスクは常に意識しているものの、知らない内に体内に入っていることも

あるので、検査を行なうことにより体調管理に努めていただき、今後町内立入り、事業の再開、防犯対策

など住民がこれら取組を実施することで帰還の促進を図る。 

関連する事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 



 

（様式１－３） 

福島県（双葉町）再生加速化事業計画 再生加速化事業等個票 

平成２６年６月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. ２ 事業名 尿による内部被ばく検査事業 事業番号 （3）－ 11 

交付団体 双葉町 事業実施主体（直接/間接） 直接 

総交付対象事業費 １２，３３４（千円） 全体事業費 １２，３３４（千円） 

再生加速化に関する目標 

双葉町の帰還の見通しがたたない現状では、町民の方は大変厳しい避難生活を強いられており、今後も

長期化による健康への不安や維持、特に若年層の放射線に関する不安、さらには双葉町の除染計画が策定

されてない状況から一時立ち入りによる放射線の影響が何よりも懸念されるところである。このため、町

民の内部被ばく検査を継続的に実施し、放射線の健康影響に対する不安を払しょくし、避難生活を安全・

安心して送れるとともに、やがて帰還促進の意向を加速化するものである。 

事業概要 

 すべての町民を対象に尿による内部被ばく検査を実施する。特に県内に避難している町民は、食品に含

まれた放射性物質を知らずに摂取し、健康に多少の不安を持っている。尿検査を行なうことによりその不

安を払しょくすることができる。平成 24年度から実施し、町民及び町が毎年経過観察を行なう。 

 

当面の事業概要 

＜平成２６年度＞ 

対象者：全町民 （尿 2000ml・500ml オムツ１kg）   

  全町民へ検査希望案内送付 → 希望者へ採尿キット送付 → 検体送付 → 検査結果通知（町・

受診者） 

 

＜平成２７年度＞ 

平成２６年度同様実施予定 

地域の再生加速化との関係 

日常、生活する上で被ばくのリスクは常に意識しているものの、知らない内に体内に入っていることも

あるので、検査を行なうことにより体調管理に努めていただき、今後町内立入り、事業の再開、防犯対策

など住民がこれら取組を実施することで帰還の促進を図る。 

関連する事業の概要 

 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 



 

（様式１－３） 

福島県（双葉町）再生加速化事業計画 再生加速化事業等個票 

平成２６年６月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. ３ 事業名 甲状腺検査事業 事業番号 （3）－ 11 

交付団体 双葉町 事業実施主体（直接/間接） 直接 

総交付対象事業費 ２，７１１（千円） 全体事業費 ２，７１１（千円） 

再生加速化に関する目標 

双葉町の帰還の見通しがたたない現状では、町民の方は大変厳しい避難生活を強いられており、今後も

長期化による健康への不安や維持、特に若年層の放射線に関する不安、さらには双葉町の除染計画が策定

されてない状況から一時立ち入りによる放射線の影響が何よりも懸念されるところである。このため、町

民の内部被ばく検査を継続的に実施し、放射線の健康影響に対する不安を払しょくし、避難生活を安全・

安心して送れるとともに、やがて帰還促進の意向を加速化するものである。 

事業概要 

 甲状腺検査は、震災当時３９歳以下の町民を対象に実施する。 

 

当面の事業概要 

＜平成２６年度＞ 

① 対象者を抽出し、該当者に受給券及び指定医療機関名一覧を添えて発送（業務委託） 

② 検査希望者は近隣の指定医療機関にて受検する。 

③ 検査結果について、受検者は自らは健康管理手帳に綴るとともに、町は健康管理システムにデータを

保存する。 

 

＜平成２７年度＞ 

平成２６年度同様実施予定 

 

地域の再生加速化との関係 

日常、生活する上で被ばくのリスクは常に意識しているものの、知らない内に体内に入っていることも

あるので、検査を行なうことにより体調管理に努めていただき、今後町内立入り、事業の再開、防犯対策

など住民がこれら取組を実施することで帰還の促進を図る。 

関連する事業の概要 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

福島県（双葉町）再生加速化事業計画 再生加速化事業等個票 

平成２６年６月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. ４ 事業名 内部被ばく検査機器等保守点検事業 事業番号 （3）―１１ 

交付団体 双葉町 事業実施主体（直接/間接） 直接 

総交付対象事業費 １，３６２（千円） 全体事業費 １，３６２（千円） 

再生加速化に関する目標 

双葉町の帰還の見通しがたたない現状では、町民の方は大変厳しい避難生活を強いられており、今後も

長期化による健康への不安や維持、特に若年層の放射線に関する不安、さらには双葉町の除染計画が策定

されてない状況から一時立ち入りによる放射線の影響が何よりも懸念されるところである。このため、町

民の内部被ばく検査を継続的に実施し、放射線の健康影響に対する不安を払しょくし、避難生活を安全・

安心して送れるとともに、やがて帰還促進の意向を加速化するものである。 

事業概要 

 

ホールボディカウンターによる内部被ばく検査は全町民を対象とし、その検査機器の精度を維持するた

め保守点検業務を実施する。 

 

当面の事業概要 

＜平成２６年度＞ 

機器の精度の維持管理を保つため、毎月の保守管理、年３回の定期点検、校正を行なう。 

 キャンベラ社製・ＡＫＰ社製の２台 

＜平成２７年度＞ 

 平成２６年度同様実施予定 

 

地域の再生加速化との関係 

日常、生活する上で被ばくのリスクは常に意識しているものの、知らない内に体内に入っていることも

あるので、検査を行なうことにより体調管理に努めていただき、今後町内立入り、事業の再開、防犯対策

など住民がこれら取組を実施することで帰還の促進を図る。 

関連する事業の概要 

 

 

 

※効果促進事業等である場合には以下の欄を記載。 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 

 


